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論文内容要旨 
 
Estimating Implant Volume and Mastectomy-Specimen Volume by 
Measuring Breast Volume With a 3-Dimensional Scanner 
(術前乳房体積の 3D 計測による切除検体量・選択インプラントの推定) 
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【はじめに】現在、多くの施設において乳癌切除後の再建として、tissue 











の 3DスキャナーKINECT V1（Microsoft Co. , Ltd., Redmond, WA）、キャ
プチャーソフト ARTEC STUDIO PRO（ARTEC Group, Inc., Luxembourg ）、




式を算出した。TE はナトレル 133 ティッシュエキスパンダー（Allergan 











(a) SBI 容量(ml)=0.88×腫瘍切除量(ml) 
(b) SBI 容量(ml)= 0.93×乳房体積(ml) 
(c)腫瘍切除量(ml)=1.04×乳房体積(ml) 
この式を用いると SBI容量は術前乳房体積の 9割強のものを準備すれば
よいことになり、非常に単純で使用しやすい。      
今後はさらに症例数を増やし、SBI 挿入術後の外見上の評価も加味した
調査と今回得られた式を用いて挿入した場合の結果についても報告して
いきたい。 
 
 
 
